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小峰書店　\1,500（税別）


ISBN978-4-338-18610-0　119P　21×16cm　NDC361





パプアニューギニアの大自然の中に生きる人々の、ほぼ自給自足の暮らし、社会が成り立っている「人間が生きる仕組み」の鍵は、ブタとサツマイモにあった！


イモを中心とする食料の生産や食べわけ、家畜と自然のバランスをうまく活用するブタの飼育法を通して、村の成り立ちから争いの調停の仕方まで、生きる人間の知恵と工夫が体験豊かに語られている。


人間が生きる根源とやさしさとは何かを問いかける一冊である。








○ブタとサツマイモ　自然のなかに生きるしくみ


梅﨑　昌裕／著


【小学生（中・高学年）、中学生向け】





優良図書の推奨　平成２０年６月分








偕成社　\1,400（税別）


ISBN 978-4-03-643040-6　285P　20×14cm　NDC913





小学四年生の少女「波」は、母と兄の三人暮らし。自分の思いを母や友達に上手に伝えることができなかった。


ある日、「波」は、犬の散歩を頼まれた家の２階に住む「朝夫」と出会う。「朝夫」はこの家に住む高島さんの息子で、今は東京に住むジャズピアニストなのだが、「波」の前にだけ、小学４年生の少年の姿で現れる。


「波」は、現実と架空の生活を行ったり来たりしながら、「朝夫」と心を通わせ、自分の気持ちに正直になっていく。


少女が自立していく姿を丁寧に描いた一冊である。





○そのぬくもりはきえない


岩瀬成子／著


【小学生（高学年）向け】





筑摩書房　\700（税別）


ISBN978-4-480-68779-1　143P　18×11cm　NDC914.6





教育系大学出身の作家が、幸せになる力について、１０代の子どもたちとその保護者を対象に語り口調で書いている。


「勉強ができれば幸せなのか」、「勝ち組になろうと考えるな」、「きみには値打ちがちゃんとある」、「必要なのは幸せになる力だ」、「人は自信が持てた時に優しくなれる」、「世の中はきみの敵ではない｣、｢親をすてるために成長するのだ｣という章立てで、共感できるところから読み始めることができる。


本書を通して、真の幸せについてじっくり考えてほしい。





○幸せになる力


清水義範／著


【小学生（高学年）、中学生向け】





講談社　\1,300（税別）


ISBN 978-4-06-214452-0　207P　20×14cm　NDC913





現代の小学生が、親の期待や親の都合によりそれぞれの重荷を背負いながら、有名私立中学校進学に立ち向かい、中学受験を目前に、反乱を起こす話である。


　６人の子どもの立場で、揺れ動く気持ちが描かれている。親の期待に応えようとする子どもたちの健気さも伝わってくる。


登場する６人が反乱を起こし、次第につながり、選んだ道は人それぞれ。６人が初めて仲間意識を持ち、自分自身で道を決めたという結果に安心できる。


受験をきっかけに、「大人になる」６人の姿を丁寧に描いた一冊である。





○ぼくらが大人になる日まで


岡田依世子／著


【小学生（高学年）、中学生、親向け】





冨山房　\1,819（税別）


ISBN 978-4-572-00471-0　519P　19×13cm　NDC933





主人公の少女ダイドーは、元気いっぱいのロンドンっ子。本書は１９世紀のイギリスを舞台にしたダイドーの冒険物語である。


ダイドーの父トワイト氏は、素晴らしい音楽家である反面、狡猾で辺境伯アイゼングリムが仕組むイギリスの王様リチャード四世の暗殺計画に加担している。


ダイドーは、親友のサイモンたちとその計画を潰そうと奔走する。


賢くて、生命力あふれるダイドーの勇気ある活躍に引き込まれる。物語の楽しさが味わえる作品である。





○ダイドーと父ちゃん


ジョーン・エイキン／作　こだまともこ／訳


【小学生（高学年）、中学生、高校生／勤労青年向け】





ポプラ社　\1,300（税別）


ISBN978-4-591-10275-6　301P　20×13cm　NDC913





中学卒業後、世間で「勝ち組」と認められる進学校入学者の５人の若者が、悩み、苦しみ、喜びを発見したり挫折したりする姿を描いた連作短編集である。


同じ時間と空間を共有していても、「一人の人間を知る」というのは、また「他人に伝える」というのはどんなに難しいことか、そして、大切なことかを示してくれる作品である。


青少年の多感で揺れる時期に、他人や社会との関わりを築くヒントにしてほしい一冊である。





○夏の階段


梨屋アリエ／著


【小学生（高学年）、中学生、高校生／勤労青年向け】





国土社　\1,200（税別）


ISBN 978-4-337-33401-4　120P　20×14cm　NDC520





　建築社会学者が、町や都市をつくるもとになっている家の建築について書いた作品である。


　建築家になるにはどうしたらよいか、その心構えとは何か。


また、健康な身体のための住み心地のよい家づくり、地震などに強い安全な家づくりについて、建築の手順と、なぜそうなのかをわかりやすく説明している。


　著者は、一軒の家には社会を変える魔法の力があり、建築家はその魔法使いと考えている。


　「仕事」について考え始める青少年にすすめたい一冊である。





○建築家になろう　家が町や都市をつくる


樫野紀元／著　ひらかわしょうじろう／画


【中学生向け】





岩波書店　\980（税別）


ISBN978-4-00-500584-0　196P　18×11cm　NDC296





アンデスやインカに魅せられ、３５年間、毎年ペルーやボリビアに通い続けた写真家の撮影記録である。


太陽と風の大地・アンデスの大自然や村の人々の暮らし、伝統的な祭り、食べ物、神秘的なインカの遺跡などを写真とともに紹介し、アンデスの魅力と、人や自然にふれながら歩くことの楽しさを伝えてくれる。


美しいカラー写真が、雄大な自然と、そこに暮らす人々の表情を雄弁に語る一冊である。








○大地と人を撮る　アンデスを歩きつづけて


高野潤／著


【中学生向け】





岩波書店　\780（税別）


ISBN 978-4-00-500581-9　211P　18×11cm　NDC502





　町工場で５１年間技術者であった著者が、克明な取材をもとに、ふだん人々が何気なく使ったり見たりしているいくつかの身近な道具を取り上げて、「ものづくり」の視点から、道具の「ヘェ～」をわかりやすい文章で面白く書いている。


　あわせて「ものづくり」の裏にある人間模様も描き、「ものづくり」は「ひとづくり」にもつながっていると感じさせる。


　中高生の将来の指針にもなりうる一冊である。


　地元・鯖江のメガネ枠も紹介されている。





○道具にヒミツあり


小関智弘／著


【中学生、高校生／勤労青年向け】





文藝春秋　\1,476（税別）


ISBN978-4-16-326160-7　349P　20×14cm　NDC913.6





全国中学校剣道大会２位の「香織」が、ある事情により日本舞踊から剣道に転向した、独特の足さばきをする別の中学校の「早苗」に、中学最後の地域大会でなぜか負けてしまう。


その後、同じ高校の剣道部で、性格も考え方も違う二人は何かとぶつかり合うのだが、ぶつかり合いを通して、二人は成長していく。


生きることの意味を見つけにくい現在、ぶつかり合いを通して、生きることの意味をつかんでいく二人の軌跡がさわやかで感動的な作品である。





○武士道シックスティーン


誉田哲也／著


【中学生、高校生／勤労青年向け】











